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あとがき

　『哲學字彙』初版の索引作成を思い立ったのは，昭和五十一年共立女子大

学文芸学部の国語学演習を担当して，明治初期の語彙研究の授業に役立てた

いと考えたからであった。私の演習に参加した学生三十八名とともに訳語力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ありふく
一 ドの採集を行い，点検，原稿作成，逆引の作業は，学生有福千秋と井上孝子

が協力してくれた。そして昭和五十三年七月に同書名のゼロックス版十部を

完成したが，たまたま国立国語研究所の同僚宮島達夫氏から一部わけてほし

いと申し出のあったときは，すでに残部はなかった。宮島氏は，それでは活

版で出版してはと勧められ，笠間書院との連絡をはじめ笠間書院まで同行し

て，池田社長への紹介の労をとってくれた。宮島氏の申し出から笠間書院の

出版承諾まで，実に一時間という私にとっては一瞬の出来事であった。それ

からすでに四ケ月になろうとしている。訳語の読み方の点検，逆引作業をや

りなおし諸版について調査を行った。国立国語研究所長林大先生は，ゼロッ

クス版をお目通し下さり，種々御教示下さり，東京大学名誉教授松村明先生

は原本の影印をお許しくださった。そのほか九州大学名誉教授春日和男先生

は初版コピーの入手にお力をおかしくださり，上智大学教授森岡健二先生に

は，借覧とおはげましをいただき，辞書学者惣郷正明氏，共立女子大学教授

蜂谷清人氏には，長期間にわたって原本の借用をお願いした。いま，先学・

同僚・教え子の好意によって，公務の余暇につづけてきたこの訳語索引は誕

生しようとしている。心から感謝の意を表したい。また本索引は，『安愚楽

鍋用語索引』につづく近代語資料の索引第二弾として小冊ではあるが近代語

研究の発展に役立つものと考えている。

　最後に，恩師佐藤喜代治先生の学恩に感謝申し上げるとともに笠間書院代

表取締役池田猛雄氏と編集部瑞原章氏に厚く御礼申し上げる。
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